
　

　

志戸桶東部

平田　勇三　氏

さとうきび通信

最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm） 最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm）

本 年 24.0 18.0 21.1 46.5 21.0 16.2 18.6 120.5

平 年 23.2 17.5 20.3 154.3 20.1 14.1 17.1 93.5

平年との差 ＋ 0.8 ＋ 0.5 ＋ 0.8 －107.8 ＋ 0.9 ＋ 2.1 ＋ 1.5 ＋27.0

11　　月 12　　月

生 和 糖 業 株 式 会 社

発 行 ・ 編 集 ： 業 務 部 原 料 課

11月22日 喜界町自然休養村管理センターにおいて 『平成30年度 喜界町さとうきび生産振興大会』

が生産農家関係者、約120名が来場する中 開催されました。

平成30年度（29/30年期）　さとうきびづくり優秀農家表彰

単収の部　（優秀賞）

おめでとうございます

『さとうきび共済制度と収入保険制度について』

大島農業共済組合喜界支所　　石原　良貴　氏
さとうきび共済 収入保険

生和糖業株式会社

代表取締役社長　　　田中　睦生

新年あけましておめでとうございます。

喜界島における製糖は昨年の12月10日より開始しております。昨年9月末の観測史上2番目に強い暴風をもたらせた台風24号

は、皆様のご自宅や倉庫などの家屋に甚大な被害をもたらせただけでなく、圃場の乱倒伏により刈取り作業・集荷作業が大変

な状況となり、ご苦労のこととお察し申し上げます。

一方、今年度の操業は、圧搾計画が76,000トンを見込み、年内操業を通年より早めに開始しましたのは、能力不足で老朽化し

た脱葉装置の能力アップ・更新を行うためであり、余裕を持った操業計画としてスタートいたしました。しかし、12月においては

雨も多く、乱倒伏の影響もあり、さとうきびの圧搾計画（850トン/日）に対し、平均圧搾量は（722トン/日）と計画に対し大きく未達

であります。工場の成績にも大きく影響しておりますし、搬入計画量に対し3,000トンのマイナスで年末を迎えております。

この脱葉装置の能力アップ・更新は、人口減少と高齢化が進んでいく喜界島の中で、島の基幹作物である「さとうきび産業」の

機械化に対応するための大切な更新工事あります。行政のご支援をいただき、（公財）喜界農業開発組合と喜界町役場が中

心となり、設備の入札・発注を行っており生和糖業も「喜界島さとうきび産業への貢献」のため全面的に協力しております。

2019年/20年のキャンペーンを支障なく行うためには、工期などを考えると計画通り3月21日までに本製糖を終わらせなくては

なりません。

生産農家・関係者の皆様におかれましては、諸事情をご理解の上、JAの割当て計画にご協力いただき、計画的な刈取り・搬入

をお願いいたします。我々生和糖業も、日々状況を確認しながら、町役場、JAをはじめ関係各位と密接な情報の共有化・連携

を図ってまいります。皆様方と一致団結して、これからの喜界島の持続的な発展のため、重ねてご理解・ご協力をお願い申し上

げます。

最後に、年明け以降の製糖期におけるさとうきびの品質が向上し農家の皆様及び関係者にとって良い収穫となります様に祈念

しております。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。
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春植えしよう！
近年、メイチュウ被害を受けている圃場

をよく見かけます。

収量向上には、茎数確保が絶対条件で

す。 しっかりメイ虫対策をして収量を向

上させましょう！

農薬を正しく使用するために！

●　安全な場所に鍵をかけて

　保管・管理を徹底

●　誤飲や誤用を防ぐため

　ペットボトル等への移し替えは

　絶対に止めましょう

●　品質の保証が出来ないこと

　から、有効期限は守りましょう

●　空容器は産業廃棄物として

　正しく処分、処理するように

　努めましょう

●　散布後は、ほ場毎に使用農薬や作業内容を記録する習慣をつけましょう

【記帳する内容】

　◆　農薬を使用した年月日 ◆　使用した農薬名（有効成分名）

　◆　農薬を使用した場所 ◆　農薬の使用量・希釈倍率

　◆　農薬を使用した農作物 ◆　気象条件　など

　

使用した農薬の記録を残しましょう農薬はきちんと保管・管理しましょう

農薬の使用基準の努力義務


